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尿路感染症に対す るFosfomycin Capsuleの 使用経験
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I. は じ め に

Fosfomycin(以 後,FOMと 略す)はepoxypropyl

phosphonicacidの 化学名 を有 し,本 物質の有効性に関

す る基礎的研究の結果,広 い抗菌 スペ ク トラムを示 し,

グラム陽性菌,Klebsiellaを 除 くグラム陰性菌 に対 し,

す ぐれた抗菌力を有 し,ま た他 の薬 剤 との間に交差耐性

を示 さない ことが明 らか にされ ている。

我 々は当教室 における尿 路感染症 に対 して,本 剤を使

用す る機会を得 たので,そ の臨 床的効果につい て報告す

る。

II. 臨 床 成 績

我 々の教室お よび関連病 院の外来お よび入院患者の う

ち,尿 路感染症39名 に対 してFOMを 使用 した。

投 与法は1日2,000mgを4回 に分 けて内服 させ,投

与期間は5日 ～14日 で ある。

治療効果判定は尿所見お よび臨 床症状 のいずれ も改善

された ものを著効,い ずれか一方 が改善された ものを有

効,い ずれ も改善 され なか った ものを無効,と して判定

した。

臨 床 成 績 はTable 1に 示 す とお りで あ る。

次 に起 炎 菌 別 効果 に つ い て 見 る と,Table2に 示 す と

お りで,起 炎 菌 と して はE.coli 13株,Proteus 6株,

Pseudomonas 5株,Neisseria gouorrhoeae 4株,Sta-

Phylococcus aureus 3株,Staphylococcus albus 3株,

Klebsiella 2株,計36株 で あ る。

起 炎 菌 に対 す る 有 効 率 はE.coli 76.9%,Proteus

83.3%,Pseudomouas 20.0%,N.gouo. 50.0%,Sta-

phyl.aureus 66.6%,Staphy. albus 66.6%,Klebsiella

0%で あ り,全 菌 数36株 の 有 効 率 は61.1%で あ っ た 。

疾 患 別 効果 判 定 に つ い て み る とTable3に 示 す とお

りで,単 純 性 感染 症25例,複 雑 性 感 染症14例,計39

例 で あ る。 そ の 有 効 率 は 前 者 で72.0%,後 者 で42.9%

と 明 らか な有 意 の 差 が 認 め られ,複 雑 性 感 染 症 の 治 療 の

困難 さを 物 語 っ て い る 。

副 作 用 につ い て は 自覚 的 に 下 痢 を2例,胃 部 不 快 感,

軽 い嘔 気 を お の お の1例 に,ま た 他 覚 的 には,GOT,

GPTの 一 過 性 の 上 昇 を 認 め た(Table4)。

ま たFOM投 与 前 後 の 腎 機 能,肝 機 能,血 沈,血 液 一

Table 1 Clinical results of fosfomycin
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Table 2 Effectiveness of fosfomycin classified by causative organism
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般な どを中心に検索 した結果,本 剤 投与前後にほ とん ど

有意の差はみ られなか った。

III. か ん が え

FOMは,1-cis-1,2-epoxypropyl phosphonicacid

とい う化学名を もつ極め てユニー クな新 抗生物質で,臨

床分離 耐性株を含む各種病原細菌 と くにグ ラム陰性桿

菌 に対 し顕著な抗菌活性を示す ことが報 告されてい る。

臨床効果 についてで あるが,尿 路 感染症 におけ る薬剤

の効果 判定基準は,い ろい ろと指摘 される ことが多いが

我 々は前述 した よ うな基準に従が って効果 判定を行な っ

た。

起炎菌別 にみ ると尿路感染症の うち最 も多 くみ られる

グ ラム陰 性桿 菌,と くにE60Ziに 対す る有効率は76.9

%を 示 し,.Proteusに は83.3%と 高 率 を 示 す が,

Pseudomouas 20.0%,Klebsiellaは0%と 低 率 また

は全 く無効 であった。

またNeisseria gouorrhoeに 対す る有効率は,50%

を示 すが,有 効例中,自,他 覚症状 の完全消失例は1例

もな く,淋 菌性尿道炎に対 しては,あ ま り効果が認め ら

れ なか った。

疾患 別にみる と,単 純性感染症に対 しては,極 めて高

い有効率を示 したが,我 々が 日常治療の困難を感 じてい

る複雑 性感染症に対 しては50%を 下 まわ る有効率であ

った。

副作用 については特記すべ きことは認め られなか った

が,1例 にGOT,GPTの 上昇を認めたが,一 過性の も

ので1週 間後の検索 にて正常値を示 した。

また本剤 投与前後に腎機 能,肝 機 能,血 沈な どを検索

した成績 では,投 与前後にほ とん ど変動はみ られなか っ

た。

IV. む す び

1. 起炎菌 に対す る効果では,Eooli,Proteusに 期

待 し うる効 果 が 認 め られ た が,Pseudomouas,Kleb-

siella,Neisseria gonorrhoeに 対す る効果 は余 り期待 出

来ない よ うで ある。

その他 Staphylococcus aureus, Staphylococcus albus

に対 しては66.6%の 有効率 を認 めた。

2. 疾 患別では単純性感染症 に著 効をみ た。

3. 副作用 としては特記すべ きものはなか った。
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1. In the effectiveness for the causative organisms, an expected effect was obtained on E. coli and

Proteus, while that for Klebsiella and Neisseria gonorrhoea could not be expected. In other organisms,

the efficacy rate of 66. 6% was obtained on Staphylococcus aureus and Staphylococcus albus. 
2. In the clinical evaluation, an excellent effect was obtained in simple infections. 
3. No particular side effects were observed.


